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はじめに

松山市は道後平野の北西部に位置し，南には四国山脈が走り，西と北は瀬戸

内海に面している．東の山地から西に向って流れる重信川と東北から平野部を

斜めに横切って重信川に合流する石手川は共にこの平野をうるおし古くから農

耕文化が栄えたところであります。

昭和47年に発見された古照遺跡の発掘調査の結果は３つの巨大な堰が発掘さ

れて，四世紀にすでに現在と変らぬ程のかんがい施設・農業土木技術が進歩し

ていたことが判明しました。また，国道11号｣線バイパス建設に伴う事前調査で

は数多くの遺跡が出土しましたが，なかでも福音寺町竹ノ下遺跡からは５世紀

の木製器具や，全国的に見ても珍らしいＵ字形鋤先の着装部を明確にもつ鋤や

エブリ形農具など重要なものが出土して当時の農耕文化を物語っております。

これら道後平野の稲作経営を基盤として古墳文化が栄え，周辺部の丘陵に無数

の古墳がはん築されて，残っているのであります。しかし，かつての開墾など

で消滅してしまったものも多いようであります。

本報告書に収録されたかいなご・松ヶ谷古墳もそれらの一つでありますが，

当教育委員会が調査を実施したことにより，古代文化の一端が究明されるもの

と思います。

本調査にあたり協力された方々にお礼申し上げると共に本書が広く活用され

ることを期待いたします。

昭和50年３月30日

松山市教育長

関 谷 勝 良
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１本書は，松山市教育委員会が，平井町所在のかいなご古墳群のうち１号墳と２号墳につ

いて，また恵原町に所在する松ヶ谷古墳群の第１号墳の発掘調査記録である。

２

３

４

発掘調査体制は次のとおりである。

調査主体松山市教育委 員 会 調 査 員

教育長仙波光三森光晴（松山市文化財専門委員）

〃次長中村安定大山正風（川内中学校教諭）

社会教育課長谷川敏一

〃補佐野間清典

主幹補兼文化係長岸郁男

管 理 係 長 川上進

矢野完．西尾幸則

協力者名簿

かいなご古墳

松ケ谷古墳

玉井常雄・江戸孝・仙波五月・川田愛子

八倉茂・志村只夫・山口健一・三好俊彦・仙波弘・菅嘉見

田和岸男・森健次・森脇和正・高市由美子・仙波五月

本書の作成にあたっては，遺物整理は文化係全員で行なった。遺跡・遺物の写真撮影は，

大山正風，岸郁男，西尾幸則が担当した。本書の執筆及び実測・製図は森光晴があたっ

た。

５発掘調査にあたっては地主の和田政雄氏と田和岸男氏は積極的に協力され，また出土品

一切を寄贈していた讃き感謝にたえない。

６出土品は，すべて松山市指定文化財・考古資料に指定し松山市教育委員会が保管にあた

っており，古照資料館に収蔵陳列して一般に公開している。
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所在地 松山市平井町谷之内253番地

１



かいなど古墳群

Ｉ調査の経過

小野地区の山林は松食虫の被害のため，松林を果樹園に造成したいとの地主からの連絡が

あり，市教委で現地踏査を行なった。この地域では，すでに開墾により数多くの古墳が壊滅

しているため，かねてより地区公民館運動の一環として，埋蔵文化財保護についての指導に

当っていた地区でもあった。地目変更の予定地内に２基の古墳が存在したが，１基はすでに

天井石はなく凹地となっており，他の１基もまた一部天井石が持ちさられており，更に奥壁

部が開かれ少なくとも２度以上の盗掘がなされたものと推察された。前者が円墳であるのに

対して，後者は方墳であった。方墳は当地方には数少ない古墳の形態である。当委員会は昭

和47年３月22～28日，４月３～９日の２度にわたって調査を実施した。

IＩ遺跡の位置と環境

ｌ遺跡の位置

かいなど１号墳は東経132.48'40"北緯33.42'021'の交差する周辺の地域である。行政的位置

は，愛媛県松山市平井町谷之内253番地である。

２自然的環境

四国山地石鎚山系に水源を発する重信川（旧伊予川）は，松山平野のやや北西方向に貫流

し，洪積台地の徴高地をすぎる地点で洪積台地を開析して流れる小野川，内川，堀越川，川

付川と合流し，更に下流の出合附近で石手川と合流しつつ瀬戸内海の伊予灘に流入している。

重信川の北側は福見山（1053ｍ）経座森（785ｍ）観音山（483.4ｍ）杉立山（669ｍ）から芝

ケ峠（282ｍ）に連なる分岐山塊が存在する。これら分岐山塊端に久米地区鷹ノ子の八幡山

（106ｍ）があり，低丘陵山地は消滅し，同山系が形成した贋ノ子，北久米，南久米，来住の

洪積台地へと続く。この洪積台地は，分岐山塊より発する諸河川の開析により浸蝕あるいは，

隆起により一部に河岸段丘を形成している。この洪積台地をすぐるところ，松山平野に点在

する分離独立丘陵である星ノ岡，土妻山，天山，東山等の丘陵が指呼の間にある。

これら一望できる松山平野も地質的には，高縄山地系に流れを発する石手川により大きく

２分され，石手川以北は，松山城のある勝山の分離独立丘陵を除き，御幸山，大峰ケ台，岩

３



子山，久万ノ台，大山寺山など花商岩層に属し，石手川以南は和泉砂岩層により形成されて

いる。この和泉砂岩層は南約10kmの地帯を東西に走行する中央構造線まで続いている。中央

構造線以南は三波川層に属し緑泥片岩類が存在する。この三波川層をもうがち流れる重信川に

も一部緑泥片岩類を含むが，その大半は砂岩系の河原石で形成されている。

３社会的環境

松山平野を東より西に貫流する二大河川に平行しつつ合流する，小野川，川付川，堀越川

の開析作用により，上流では扇状地を形成し，また回春して下流に沖積平野を形成している。

いまこの沖積地に面する洪積台地や，開析谷の周辺部には，数多くの遺跡がある。これらの

遺跡は縄文時代の後期から弥生，古墳時代にわたる埋蔵文化財の宝庫となっている。地形図

(1)。

さて，かいなど古墳群を取りまく周辺部の遺跡は，大きく２つのパターンに分けられる。

その１つは平野部の遺跡（星ノ岡，北久米，高岡，長隆寺，南久米，鷹ノ子）や遺物包含地

（水泥，今吉）で，その多くは弥生時代の後期から古墳時代に繁栄した生活，生産の遺跡で

あり，他は丘陵地帯の稜線及び傾斜地に群集している土拡墓および小規模な古墳群（北久米

丸山，山田池，大谷池，芝ケ峠，今吉，観音山）などである。

これらの古墳群は，そのほとんどが横穴式石室を有する後期の家族墳と考えられ，規模的

にも直径10ｍ内外の円墳を中心とするものが多い。更に平野部における古墳を求めるならば，

松山市指定文化財となっている波賀部神社の前方後円墳，発掘調査後開発きれ消滅した三島

神社古墳や，県指定文化財の経石山古墳等の前方後円墳がある。

また，戦時中に滑走路となって消滅した双子塚（タンチ山）や南久米の東山神社境内の古

墳も，かつては前方後円墳であったと考えられる。

これら前方後円墳の周辺部には，小規模な墳丘を有するが，丘陵地帯の小規模古墳に対し、

平坦地では様相を異にしている。ただおしむらくは，戦後丘陵部の山林地が，果樹園に造成

され，平野部は宅地化の波にあおられ，これら遺跡の大半は消滅し，また消滅寸前におかれ

ている。

これら消滅した古墳からの出土遺物には方格規矩文鏡，振文鏡，五鈴鏡等も出土している。

また外部構造においても変化のあるものがあったなどと言われているが，正式な調査も無く，

遺物も散逸しているようである。
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Ⅲかいなご１号墳

ｌ外部構造

(1)１号墳の現況

１号墳は前述の通り破壊されており，羨道部及び玄室部の内部構造については調査しえた

が，副葬された遺物については，わずかに残存する遺物を収集したにとどまった。内部のか

く乱状態からみて，すくなくとも２回以上の盗掘に見舞われたものと推察できる。この盗掘

により天井石の一部が取り除かれ中央部より玄門付近を，また奥壁の上端部の積石を取り除

き侵入している。しかも前の侵入者は，構内の流入した堆積土の多くを奥壁部へ移動きせ玄

門部を荒し，後者は，堆積土を一部構外に排出の後，他の堆積土を玄門部の側に移動をさせ

た形跡がある。

(2)墳丘

墳丘の構築は丘陵の尾根の一部をカットして，そのカットした土砂でもって封土としたも

のであり，古墳の墳丘の形態は方墳である。

ただ墳丘部の調査については，でき得る限り後述する条件が発生し(保存)小規模の調査に

とどめた。

墳丘高２．１ｍであり，墳丘の規模は１辺13.2ｍ×10.5ｍあり丘陵部の尾根をＬ字状にカット

したものである。主体部の構築は，和泉砂岩の風化土に掘り込んで設置されており，古墳築

造の時点における復原墳丘高を考えたとしても，流失比高は50cm前後と推定される。このこ

とにより遠かく地からの客土の必要はなく，丘陵部の尾根を切開することにより，墓域の決

定と封土構築とした一石二鳥の工程であったと見るべきであろう。

２内部構造

(1)羨道部の構築

主体部の掘り方の内，羨道部においては，左右の壁面の構築が図４の如く第１段の基礎石

から積石構築があり，その上端に天井石を架構している右壁に対して，左壁面は天井石架構

のための積石は１～２段のみで，その下部は，地山の掘り方による壁面を露出させ代用して

いる。基底部は地山面を露出させているが，羨道部の中央部と玄門位置に，それぞれ扇平な

和泉砂岩による梱石とこれに直交して壁面には立石を配置している。

基底面は羨道口から奥壁に向い２度の勾配をつけており，玄室内部へ雨水の侵入を考慮し

た自然排水の機能を有したものと考える。

(2)玄室部の構築

奥壁部の上部数個を欠損しているほか，前述の天井石１個不明である以外は，玄室内の構



築は完全に残っており，

玄室内の壁面に使用され

ている石材は，いくばく

かの手が加えられている

切石積である。

天井石は玄門部の天井

石構架より一段高く側壁

は横架され，第一石の天

井石が横架されている。

床面はよく整地された後

に肩平な和泉砂岩を敷き，

障壁により棺床部と区画

されている。棺床部は盗

掘により一部敷石は欠損

しているが，構築時には

全面に布石がなされてい

たと思う。障壁から玄門

に至る問は左右の壁面よ

り30～40cm控えて布石さ

れている。これら布石の
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後，一面に河原石による円磯（玉石）が敷きつめられている。奥壁面の積石は垂直であるが，

両側壁は縮約して天井石を横架している。

(3)主体部の構築形態について

以上(1)(2)でふれた如く，主体部は両袖式の横穴式石室の構築であり，全長604cmの内羨道部

の長さは364cm，玄室の長さは240cmで，羨道部の閉塞口の基底部の巾は55cm，玄門位置の基

底部巾は110cm，玄室内の棺床は玄門位置より215cmで巾80cmの棺床と区画されており，玄室

の巾は玄門側及び奥壁面側も190cm，天井部では130cmであった。

天井石の花商岩２個をのぞく他は，和泉砂岩による構築となっている。

さらに主体部全体の区画についてふれておきたい。図４，図版第３に示す如く，閉塞口より

120cmの位置に玄門部と同様な立石と梱石を構えており，前部と後部の区画がなされている。

この区画から主体部は玄室部，中室部，前室部として構築されたものと判断して，その計測

値は前室部120cm，中室部240cm，玄室部240cmとなる。また前述した如く羨道部全長364ｃｍ

に対し，玄室部での計測長240cmとなり，玄室中央部の基底面の巾は190cmである。この計測

からみて俗にいう三味線形の横穴式石室で，主軸を南37.東の方に向け開口している。

３出土遺物

出土遺物は再度の盗掘により，僅かに須恵器３点と金環２個，銅鏡１個の出土はみたが，

何分にも副葬品の全貌を知るすべもない。だが出土遺物の銅鏡と須恵器は少なくとも定位置

であったと考えられる。また銅鏡および金環の出土が，棺床部以外で発見されたことにより，
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棺床部に安置された遺体の外に追葬者も考えられるが，雨水の流入により，遺体は発見する

ことができなかった。

（１）須恵器図５の１．２．３図版第９上段の２．３

須恵器の１～２はセットである。ｊ不身は口径9.5cm高さ3.4cmで体部に貧弱な凹線を有し，

凹線より底部にわたりへラ仕上となっている。凹線上部でしぼり気味に立ちあがり口縁部で
ロクロ

外向する。口縁端は丸くおさめられている。内部は横ナデによる仕上がりで中央部に鞭輔目
ゆう

がのこる。器形はやや焼成時の歪があり，器表面の一部に吹き出しによる自然ﾘｆiIが見られる。
へら

士不蓋は直径9.5cm器高1.3cmで，天井頂部に1.2cmの宝珠形のつまみを有する。天井部は箆

仕上げ左廻り，内部は横ナデ仕上げ，端部は丸くふくらみをもたせ，かえりは口縁部より突

出し，身受部は巾広のくぼみをもつ，口縁の立ち上りは低く斜めとなる。器全体に歪みがあ

り，また３分の２以上に吹出粕がみられる。１．２共に焼成はやや軟弱で胎土中には多量の

砂粒を含有している。

坪（図５の３）は口径10.5cm，高さ3.5cm，体部厚0.4cm，色調内外面共にレンガ色，底部

から体部全域をへら削りしているが胴部に軽くナデ調整を行なっている。底部からの立ち上

がり付近には，底部のへラ切りによる盛り上がりがある。体部は外向し，中央部から垂直に

なる。口縁端では内湾気味にまるく仕上げている。内部は全面横ナデによる仕上がりである

が，底部中央には径4.5cm深さ0.5cmにわたってロクロ目の凹地がある。回転方向は右で底部

に箆記号がある。焼成は良好である。

一一一

〆一一」

○

〃

９



(2)銅鏡図５の４図版第９上段の５

銅鏡の面径７cm厚0.153cmで，はなはだしく緑錆化し，文様等不明である。紐の径は1.1ｃｍ

高さ0.55cmを計測した。総重量23.99であった。

(3)金環図５の６図版第９上段の４

出土時は緑錆が付着していたが，容易に緑錆は除去できた。光沢さん然たるものである出

土数は２個で計測値は下記である。爪で傷がつくほどの硬度である。

長径 短 径 太 さ 重量

１．８１ｃｍ１．７４ｃｍ０．５９cｍ６．３０９

１．８１ｃｍ１．７４ｃｍ０．６０cｍ６．８０９

(4)その他図５の５図版第９上段の１

その他に主体部外での出土遺物として，羨道口の基礎石の第１石と第２石の間に鉄器を発

見した。

鉄器の全長15cm，その中央部には長さ２cm巾１cm下端で0.5cmの穴を穿ち，奥行の計測値は

長さ0.7cm，巾0.3cmと狭まっている。この穴を中心に一方は長方形に，また一方は４面より

狭まりピラミッド状に調整ている。両端部には共に平面な接着面を持っていることと，穴に

付着している植物遺体から柄を挿入し鎚としての機能を持つものと考えられる。

Ⅳかいなご２号墳

ｌ外部構 造墳丘

２号墳の天井石はすでになく，墳丘を思わせるよりも，凹地を呈しており，ただ尾根の切

り込みから墳丘であることが観察できたにすぎない。

１号墳と同様に尾根を切り取り，その切り取った土塊により封土作業を完結させたもので

ある。墳丘の現在の高さは1.3ｍであり，天井石を横架し復元高は２ｍ前後になろう。ただ図

６に示す立地にあるために，封土の流失は激しく行なわれ，天井石は早くより露出した状態

であったと推察される。立地条件から墳丘の規模は判然としないが，ほぼ直径９ｍ程度の円

墳で外部遺構は認められない。

２内部構造

主体部の構築は一気に尾根を切り込み，羨道部にみられる掘り方の不完全'性からみて，相

当に省力化された構築となっている。

玄室部は無袖の横穴式石室であるが，図７に示す如く，羨道部は玄室の閉塞の補助的機能

をはたす程度のものであり，掘り方においても玄室内の第１段（基礎）の石積の上端部と同

１０
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石積は第’段目（基礎）と奥壁を除いては，石材の選択は粗雑である。奥壁は垂直である

が，両側壁は天井部で縮約した持ちおくりとなった小口積である。石質はすべて和泉砂岩で

あった。

主体部は主軸を南34度東に開口している。

閉塞施設の第一石の内面を基準として玄室長は260cm，基底部巾125cmの長方形である。天

井高を現存する壁面の上端面にそのまま横架させたと見れば，天井高は,40cmとなる，羨道部

を含めた数値は390cmとなる。

３出土遺物

天井石は皆無の状態であったため，出土遺物は望めないと'憶測していたが，意に反して遺

物は，ほとんど定位置で発見された。また遺物の大半が完形品であった。ただ１個天井石が

玄室奥壁面の中央に落ち込み，遺構の基底面に打げきを与えていた。この天井石皆無の状態

で永く，風雨にさらされ，雨水の流入を受けると同時に土砂の堆積するところとなった。こ

の流入土の充填により遺物の保存が保たれた一面，遺体は完全なる消滅を見たものと思う。

発見された遺物は，土師式土器の坪１個，須恵器の壷１個，雲１個，有蓋士不２組，高士不１

個，提瓶１個，横翁１個，玉類は勾玉１個，管玉10個，丸玉28個内色玉６個，察玉１個，切

1１
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子玉１個，鉄器として鉾１であった。

①土師式土器杯図９－１図版第９下段４

土師器の出土は１点のみであるが，発見時には器に亀裂は生じていたが，完全な形態をと

どめていた,何分にも還元しており，補強剤(バインダー）による修復をした。杯の計測値は

口径14cm，高さ5.5cm，器厚は底部で0.7cm，体部で0.5cm，胎土は赤味茶の砂質粘土で0.02ｃｍ

前後の砂粒を多量に含む胎土を素地として，調整の泥が0.08cmの厚味で全面にナデ付けされ

ている。

②須恵器

＠壷形土器図８－６図版８(1)．(4)

土器の計測値は口縁部径9.8cm，頚部径7.6cm，胴部最大径14.4cm，器高13cm，器厚は体部

で0.6cmで器壁はやや一定している。

体部はやや肩張りのある球形を示すが，頚部からの立ちあがりは，口縁部で強く外反し，

口縁端部は反転し口縁唇部は稜をなす。

肩部は明瞭な横ナデ仕上げを観察することができ，内表面は入念な横ナデ仕上げであるが，

器底部の器厚は不調が目立つ，胎土焼成共に良好で色調は青灰色を呈する。

＠有蓋杯と坪蓋図８－２．３．４．５図版第９下段１．２

イ）士不蓋２，４共に天井部は丸く仕上げられており，４においてはやや歪が認められる。

また共に天井部と口縁部を区画する稜が明瞭である。坪蓋の口縁端面は２に明瞭に４は僅か
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（

休部の器唯厚は計測不安のため誤差値を白地で示した。

、高ｉ不

図８－７図版第10の２

無蓋高士不で，長脚２段透

しの高坪である。坪部には

口縁部と底部を区画する稜

を有する。

口縁部は外上方にのび，

端部は丸くおさめられてい

る。杯の内表面は横ナデ仕

止げである。稜と底部のに

ぶい凹線との間に櫛描き列

点文をめぐらしている。脚

部は２段に別れ，三方に透

しをもつ。裾部は外方に大

きくひろがり，脚部端は段

をなしている。

口径11.2cm，器高13.5ｃｍ

で焼成も良好でにぶい光沢

をもっている。

、
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にくぼむ繊度である。

２は天井部へラ削り左廻りで天井部の稜付近から横ナデが見られ，口縁部は入念なナデ仕

Ｉｚげである。４はへう削りの痕跡を僅かにしのばせる程度の横ナデ仕上げが天井部全面にほ

どこされ，Ｉ｣縁部は２と同様である。計測値は口径14.9cmと15.5cm,器高4.3cmと４cm,器壁

蚊大は0.6cmであるが共に一定しない｡胎土には砂粒をわずか含むが焼成は良好である。

、土不身

坪身３と５はいずれも，受身が水平に近い状態で外方にのび，端部は丸くおさめられてい

る。１１織部のたちあがりは，共に1.5cm程度を有し，口縁唇部は３では丸く，５は稜をなす。

器形は３は丸味を，５は肩平な感じを受ける。仕上げナデを内面に残している。へラ削Ｉ)方

lAlは逆まわりである。

、提瓶図８ － １ 図 版 第 ９ の 下 段 ３

休部の背而には回転を利用したカキメが施されており，体部肩部には鈎状に屈曲する耳を

つけ，頚部の立ち上りは口縁部で強く，〈の字形に外反し，口縁端部は反転せず丸くおさめ

られている。口径5.3cm，器高16.5cm，体部径14.3cm，体部最大厚９cm，器壁厚は0.6cmであ

図９土師式土器と雲

５ １０cｍ

、
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、

＠妻図９－２図版第８の(1)(2)

口縁部はくの字形に短く外反しながらもち上げられ，外面に２稜を有し頚部と区画をして

いる。口縁端は丸くおさめられている。内而部では反転しくびれている。口縁部での内外表

面は共にナデ仕上となっているが，体部の内面は波文を捺押し，表而には格子目の叩目文を

有する。胴部から肩部にかけてやや右上りのロクロ目がみられる。口径17.7cm，胴部径27cm，

器高29cmの小型の妻であり，焼成はよく胎土も良質である。口縁部が僅かに破損している。

①横会図1０図版第８(2)第10のｌ

松山市では初めての出土遺物である。完形品である。発見位置は，閉鎖施設と近接し，閉

鎖面と側壁の角の２等分線上に，口縁部を玄室の隅方向にむけて置かれていた。頚部から正

直にたち上り，ロ縁部は強く外反しており口縁端は引き下げるような形で丸くおさめている｡

頚部及び口縁部は内外面ともにナテ､仕上げである。休部では内面に渦文を捺押し，表而に叩

き目文を有する。拓本図10の１．２に示す叩き目とロクロ目がそれぞれに方向を異にしてお

り，器物の製作の工程がよく観察できる。計測値は，口径12.5cm，器高32.8cm，胴部径

36.5ｃｍと巾29.3cm，さらにロクロ目，叩き目の変化位置は，断面図方向では中心線より１４ｃｍ

の位置，正面図方向では中心線より１２cm位置から変化が始まる。胎土焼成共に良好で淡青灰

色の仕上りとなっている。
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③玉類

＠勾玉図１１－５図版第１０－６

乳白色を地色とする緑色の勾玉で，穿孔は両面より行なわれ，孔径最大，Ａ面0.4cm，

Ｂ面0.26cmである。頭部は４方向よりのにぶいカーブを持つ研磨である。背部は丸味をもたせ

ており，腹部にはえぐり込みがある。総体的に．の字形に湾曲している。計測値は，全長

18.55mm，巾9.9mm，厚味7.20mm，重量1.309の硬玉である。

＠管玉図11-6(1)～(10リ図版第１０－５

緑色の碧玉で俗にいう出雲石である｡穿孔は10個とも１方向よりうがたれているが,１のみ

はややことなる。研磨は良く，(5)のみ，にぶい稜角が認められる。両面の切断面に丸味をお

びるもの(1)．(2)．(3)．(4)．(6)．(10である。

ＮＱ全長長径孔径短径孔径重量単位､m，９

１１６．５５５．９０１．０５．６６２．４１．０

２１７．６５５．２３２．０５．１３１．２０．９

３ ２０ ．０ ５６ ．６ ７２ ．８ ６．４５０．８１．６

４１９．１３７．１８３．６６．９４１．４１．７

５ １９ ．６ ２７ ．４ ５１ ．０ ７．４５２．６２．２

６ ２５ ．３ ５７ ．８ ４３ ．６ ７．７６０．８２．９

７ ２０ ．３ ７８ ．６ ３１ ．６ ８．４９２．０２．９

８２０．４２６．７５４．６６．７３１．６５１．５

９２０．９０６．９６２．２６．９６１．４２．０

１０２２．００１０．２５２．４９．９５１．０３．５

＠切子玉図１１－３図版第１０－４

石質は水晶で平らな底面を共有しており，断頂部では円錐状である。穿孔は一方向から行

われている。

ＮＱ全長長径孔径短径孔径断頂部径

７．２５７．１５４．０６．５０１．３９．３０単位､m’９

｡秦玉図１１－４図版第１０－４

石質は緑色の出雲石である。研磨時の稜角がにぶく残る。穿孔は一方向から穿たれ，穿孔

角に傾斜がある。底断面もやや傾斜している。

ＮＱ全長長径孔径短径孔径断頂部径

１ ２ ． ２ ０ ６ ． ０ ０ ２ ．００５．８００．８８．８０

＠丸玉図１１－２図版第１０－４

ガラス玉（破璃）で，器形は各種各様の不ぞろいであるが，直径0.7cm，全長0.5cm以上を

丸玉として取り扱った｡色調は紫紺色を呈するもののみであった。出土数30個の内形の顕著に

1６



⑨

壷
叩Ｖ結

かいなど１号墳と２号墳とでは，出土遺物からみて，２号墳が，１号墳よりやや先行する

ものと判断される。構築面から考察すれば２号墳にくらべ１号墳ははるかに入念な計画設計

となっている。

盗掘により，遺物の全貌は不可能ではあるが，残存する遺物の内銅鏡及び金環等からみて

も，また主体部構造から推測しても明白である。

⑤①①。。、、。、。、）

墨諸誌量mlWⅢ
ーー＝ー一一一一一■一一一一一ーー一一一一一一ー

◎ 。◎
⑪①①

。。◎
③①①

⑨。◎
①①①

。 。○

。

溺墨蛇鉱

喜憲二同剛Ⅲ

異なるものを図示した。

＠小玉図１１－１図版第１０－４

丸玉以下の計測値を有するものを指すが，色調は，黄色，緑色，水色の披璃である。

④鉄器

本遺構においても，鉄器の出土は１点のみであった。天井石の撤去により，雨水にさらさ

れた結果によるものかとも推察きれる。

＠鉾図１１－７図版第１０－３

矛は全長19.5cmを有するが，先端部の刃部を欠損しているため，両刃なのか，片刃なのか

不明であり，また石突を具備する通有のものなのか不明である。ただ身の断面は長方形を示

し､，基部の袋の形は円筒形である。

厩'1１同。
① てつＣＤＣ込

⑪㈹､フヒーー亀⑥色邑○鯵
３４と＝と当

図１１玉類と鉄器

。
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さらに玄室内に炭や，灰の遣存物が多量に検出されたことにより，玄室内での宗教的行事

が実施されたものと考えられる。２号墳では炭や灰は認められなかったが，副葬品が定位置

よりセットとして出土を見た。このことにより当時（埋葬者）の生活用品の一端がうかがえ

る。主体者の生前の社会的位置付けも可能になりはしないか，ちなみに埋葬された武具は鉾

であり，その他の武具は一切埋葬していない点を強調すれば身分的な社会構成にまで波及し

たとも見られるまでに副葬遺物は整然としている。

１号境については，本文中にもふれたごとく，玄室，中室，前室とを横ギした横穴式古墳

の形式を有する主体部構造となっており，羨道部の東壁に一部地山を活用した粗雑’性はある

にしても，前述の配置構成となっている。

ちなみに24cIrを単位として算出するならば，前室は閉塞位置から中室の立石までは，５尺

×２尺，中室は全長１０尺×巾２尺で玄門部では巾５尺と広がっている。玄室は全長10尺×巾

６尺となる。天井高は羨道部３尺，玄室部奥壁では基底面で５尺を計る。この数値で２号墳

を算出すれば，玄室部は全長10尺×巾４尺となる。さて１号墳における前室部の５尺×２尺;なる。さて１号墳における前室部の５尺×２尺

1号墳墳丘断面図とセクションを基準にすれば，１

号墳の各室の比は，

前室ｌに対し中室の

しめる面積は２倍と

なり，玄室では３倍

となる。また２号墳

では２倍となる。さ

らに玄室にしつらえ

られた棺床は約４尺

×３尺となる。

かいなど古墳群と

して17基確認されて

いるが，いずれも尾

根の陵線を利用した

１，２号と同様形式

の封土でもって，墳

丘造築を行なってい

る。これらの古墳は

家族墳的な複数の埋
′（註１）

葬者を有する古墳と

第２号墳の単一埋葬

bＷ
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図１３かいなご１号墳と２号墳の計測比較図
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者によるものとが共存している。開口せる古墳の主軸方向は南北を取る古墳が多いが，うち

２基は主軸方向を東西に取り西に開口している。（註ｌ）

かいなご１，２号墳については，発掘中途に地主よりの保存問題を提案され，開墾の予定

外に置かれたことにより，調査も最少限の調査にとどめた。特に１号墳にみられる墳丘は当

地では数少ない形態であると同時に，１号墳の内部遺構についても，当地では未発見の主体

部構造であった。２号墳は無袖の最少規模の横穴式の石室を有するもので，当古墳群の内す

でに開口している２基は，持ち送りの天井の高い横穴式石室と構造を異にしている。

以上の差異を有する２基の古墳が永く保存されることを希望していただけに，調査側とし

て最大のよろこびを感じるものであり，保存への万全をきすための配慮をした。

註１愛媛大学農学部付属農高教諭森浩一氏により，農道開設中に発見され調査されたところで

は，２体の遺骸が安置されていた。
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松ヶ谷古墳

Ｉ調査にいたる経過

松ケ谷古墳所在地付近の丘陵は第二次大戦後山林を開墾し，果樹園として造成を行ない，

現在は柿を栽培している。この地目変更による開墾により，墳丘部は周囲の客土に利用され

－部に天井石を露出した状態であった。その後人の知るところとなり再度の盗掘に会い，ま

た，柿の成長にともない，盗掘部分より崩壊を始め危険な状態であった。また考古学ブーム

で子供等の恰好の探検場所となっていた。発掘調査終了後は危険防止の上からも地主の快諾
もあり，埋めもどすこととなった。

この過程ででき得る限りの調査を実施し記録保存としての調査を実施した。

遺跡の位置と環境

１遺跡の位置

松ケ谷古墳は，松ケ谷古.墳群の内10数基の内にある本古墳は，東経13248'３２",北緯33.44’

33''の交差する周辺の地域である。行政的位置は松山市恵原町松谷202番地で所有者田和岸
夫氏の果樹園である。

２自然的環境

四国山地を背景にした分岐山塊で，黒森山（1154ｍ）にはじまり峰大平（651ｍ),塩ケ森

（347ｍ),大友山（407ｍ）と連なり，分岐山塊の端部は通谷（120ｍ）どんだ原坂付近で８０
ｍとなり消減する。

分岐山塊の中腹三坂峠（756ｍ）は国道33号線のハイウエーが，山腹をまた陵線を蛇行し

ながら走行し，その眺望は四国の季節を満喫させる地域である，また地質学的にも実に豊か

な研究の場所でもある。ちなみに砥部の衝上断層も塩ケ森とは直線上にある。

この分岐山塊を分水峯とする河川がある。三坂峠に水源を発した久谷川（御坂川）は周辺

の開析谷の水を集め下流地帯では扇状地を形成し，その後下流で西流して砥部川に合流する。

また一方分岐山塊の西側を流れる砥部川は蕪川に水源を発し，下って砥部町で肥よくな盆

地を形成している。その後地盤の隆起にともない，砥部町宮内をすぎるあたりから，小平垣

面または小緩斜面を有する地形となり，かつての谷床が伺われる谷壁階段が発達している。
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この谷壁階段地域を貫流し下流の平野部高尾田で久谷川と合流したあとまもなく，水満田で

重信川と合流している。

３歴史的環境

重信川の南岸地域はかつては重信川の侵蝕をこおむつた地域である。その跡をなぞらえる

地名がある。上流地域の重信町では宮ノ段，下三段，松山市津吉町では沖中，東方町では政

友，現在の大橋町は旧名河原分であり，これより南に小村があり，この小村より約100ｍ

行けば東方町六丁の河岸段丘につく，この付近で現在の久谷川は西流している。大橋町を

すぎれば，砥部町広瀬につき，高尾田では，かって分岐山塊の山麓を穿った侵蝕による露頭

がある。この松山平野を東西に貫流する重信川にさえぎられた南岸地帯でのかっての古代の

生活舞台は，この河岸段丘上に点在している。ちなみに現在発見されている遺蹟の内，古く
．（註１）

は細文時代後期に属するものに砥部町と松山市にまたがる，総称して南岡遺跡がある。その

他に東方町町組遺跡，坂本町八坂寺周辺の縄文式土器を出土する遺物包含地がある。

弥生時代の遺跡，遺物包含地としては，津吉，岡本，矢谷，新張，恵原，西野，上野とそ

れぞれ海抜100ｍ前後の等高線上に列点状に存在する。久谷川の上流地域には，標高140ｍラ

インに，夫婦池の上遺物包含地があり，坂本町関屋では，挟込石斧や石剣を出土している。

一方砥部川流域においても前述の谷壁段丘には，弥生中期の遺跡がある。さらに行道山は弥

生時代の高地性遺跡として指摘されている。（１）古墳時代における遺跡もまた多く点存する。

中には群集するものもあるが，いずれもその多くは，後期の古墳から終末期にかけてのもの

が大半をしめている。しかしこれらの古墳も戦後の相橘類の造園化により破壊されたものが

多くまた破壊寸前にさらされている。古墳分布状況は地形図２を参照されたい。

註１県立運動公園として開発されるため，調査を実施している。

Ⅲ発掘日誌

発掘期間中に再三に渡り，集中豪雨の襲来があった。泥水化した流入土との戦いに始まり

天井石，側壁の崩壊に逢い，当初計画より長期にわたっての調査となった。玄室部前半部に

集中していた副葬品の発見から取りあげまでの間は実に危険な状態で発掘調査を行った。

８月 ６日晴

墳丘付近の除草（草刈）を行ない，その後，墳丘実測を開始した。

８ 月７日晴

墳丘の実測および周辺部の古墳の再確認を行った。

８月８～９日晴

盗掘部分に流入した土砂の排土作業をした。
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８月１０日晴後集中豪雨

集中豪雨により作業は９時30分に中止した。

８月１ ２日晴

終は集中豪雨による流入土の排土作業をした。

８月１３日晴

盗掘による玄室内の調査により盗掘は基底部にまで達していた。基底部で切子玉，銀環及

び須恵器片数点を発見した。

８月１６日晴

玄室内に天井石が傾斜し落下しており，内部の清掃に手間取った。午后３時夕立があり両

側の壁がゆるんだ。

８月１７日晴

羨道口方向に充鎮する落石と流入士の排除を進めながら，落盤のための防止対策を取りつ

つ作業を続行した。

８月22日晴

１９日～20日の３日間に至る大雨のため，ついに壁面は崩壊した。

主体部内の水のくみ出し後，崩壊した壁面の石をチュンブロックに排出した。

８月23日晴

羨道口の閉鎖施設を除去し，玄関付近の充鎮した流入土を搬出した。須恵器の集中的な出

土を見たが，泥状化した流木土にはばまれ発掘日困難を極めた。

８月24日文化財専門委員会のため中止，松ケ谷の現状を報告する。

８月25～26日

玄室内の羨道部付近の土砂を搬出したために，２５日，２６日と２日間の間に両壁はゆるみ崩

壊をはじめ，近くの柿も１本転した。

８月27日日曜

日曜日を返上し，敷石が確認できるまでに検出作業をすすめた。

８月28日月曜晴

玄室内の敷石の実測並に，敷石（玉石）の排除をした。床面の実測。

８月29日火曜

雨により玄室の東側の壁面もゆるみはじめ崩壊の前兆を示してきた。できうる限りの記録

を取った。

８月30日から９月６日まで実労働日数７日をかけて埋もどしの作業を完了した。
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Ⅳ松ケ谷１号墳

１外部構造

松ケ谷’号墳は墓地の直上にあり，前述の開墾により墳丘は完全に破壊され，僅かに50ｃｍ

程度の封土を部分的にとどめていた。造園地内のため，可能な範囲内での調査実施となり，

墳丘及びトレチ調査により外部遺構の確認は不徹底とならざるをえなかった。

鯵／‐図１４松ヶ谷墳丘実ｉ
参峯多

弓室

二二二二二一参雲言妻雪雲二
夢室

廓

２主体部の構造

石室は両袖式の横穴式石室である。羨道部と玄室は２個の立石で区画され，閉塞施設は玄

門の位置で行われていた。主軸を南５度東の方に向け開口している。玄室は全長510cm巾は

玄門のところで170cm，奥壁では200cmである。天井の高さは玄門位置170cm，玄室内240cmで

あった｡壁面は,奥壁では直立し両側壁での石積は持ちおくりとなっている。基段石および，玄

門立石，奥壁の大盤石と天井石は自然石をもって積まれているが，他の石積は割石がほとん

どである。石質は和泉砂岩で統一されている。羨道は掘方の基底面を基準とした石積みとな

っており，天井石の横架は玄門部の横架に次いで１石しかなく，壁面を玄門部の閉塞工程に

至る間の土留的機能を有したにすぎない程度の構築となっている。

閉鎖口の施置は玄室面に一列と，巾最大90～70cmの距離に一列に割石で石積みが施され，

内部に地山の同一土質土を持って，叩きしめた状態で天井部まで構築されていた。ただ天井

部下段のｌ～２段は，構築まもない時期に崩壊した（崩壊による落下石は玄室内の流入土の

最下部に，副葬された遺物の直上にあった）と思われる。

横穴式石室とはいえ，図(10で示めす如く羨道部の構築は貧弱で，形式化されたものと見る

べきであろう。なお下部遺構は閉塞口の前庭や羨道部にもみられなかった。なお玄室部の天

井石は８～９段積築されたものに横架させたものと推察できる。
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図１６－１墳丘断面と土壊セクション
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図1６ ２松ヶ谷１号墳主体部実測図
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３出土遺 物

出土遺物はすべて玄室内における遺物である。玄室内は流入土で充満しており更に20数年

に亘り近接して植樹された柿の根の活動は，壁面の積築時の位置を激しく移動させており，

調査中においても再三崩壊の危険にさらされた程である。狭長な石室には２個の天井石が落

石しており内１個が中央部分より玄門方向を半ば閉塞する状態で落石していたために盗掘か

らまぬがれた。奥壁面には肩平な天井石が玄室に突きささるような格好で落下しているが，

流入土からみて盗掘後に崩壊したものと判断した。すなわち落下した天井石の上層は和泉砂

岩の風化土壌に対して，風化土の上部に堆積している。腐植土壌（耕作土）と，落下した天

井石の下部には和泉砂岩の風化士と耕作土の混入を見た。奥壁周辺には玉石の布設がなく掌

大の円喫が敷かれているのに対し，玄門から中央部には掌大の河原石の上に玉石が敷きつめ

られているなどの差異から，相当入念な盗掘があり，その後にも小規模の盗掘がなされた形

跡がある。出土遺物は，土師式土器として，高士不形土器４，財形土器２があり，須恵器では，

土不19，無蓋高士不５，有蓋高坪10,壷６，増11,鬼１，提瓶２，器台３，鉄器は，轡１，鉄簸

１，刀子２があり，装身具としては，丸玉３，切子玉１，銀環３を出土している。

①土師式土器

｡高』不形土器昌悪二洲::|図版雲脇:ｉ
番 号口径器高脚高裾径色調

△{；！:洲：：：：：：二彊三全４，

，{：造：丑：：：！:：：｡::二裳
１～２は共に小形の高坪形土器で，素縁口辺の土不をのせたものである。２は１にくらべや

や外反しているが共に口縁端は丸くおさめられたボール状の土不部である。裾部は肢柱より急

に広がるがあまり広がらない。全面に丹彩をほどこしている。

３～４も同一パターンの土器であるが，４では口縁端でやや外反している。棒状脚部の外

表には縦方向Iこへラ削りの痕をとどめている。３の裾部の広がりは，ゆるやかに肉厚である。

４はラッパ状の広がりとなっているが，共にこの棒状脚部を有することにより重量感がある。

、増形土器図1７－５（５～６）図版第25の５，６

丸底の肩平な球形胴部で頚部のくびれは，ほとんど認められない直口の口縁部を有する増

形土器である。５では頚部外面に，６では頚部から口縁部にかけ内外面共に，細かい刷毛目

整形による調整痕がみられる。５の口縁内面Iまよこなでがみられる。口縁部外面は縦方向の

へラ調整である。また頚部から胴部にかけて黒斑が一部に見られる。底部は１cmと肉厚であ

るが，共に焼成もよい。
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図１７－１須恵器実測図（杯）
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で出土をみた。

3２

ＮＱ口径胴径器高器厚色調

５１０．７１２１５．００．５～０．７４－１４－５

６８．４１１．５１０．００．５～０．６５－１６．５－４．５

出土状況は，高士不形土器のＡおよびＢもまた財形土器もそれぞれ一対として，左右の壁面

から50～60cmの位置に置かれていた。

②須恵器

＠ｉ不図1７－１，２（１－１９）図版第21第22の17～１９

本主体部出土の士不は，身７個体，蓋12個体であった。これらの出土の内10と11,12と13,

14と15はセットとなって出土をみた。その他の坪は，２ないし３個体を重ね積みをした状態

NOL 口径 器高 頂底 色調 受部からの高さ
ｃ、

位置

１ 1２．７
４．０

丸底
Ｏ－１４－Ｃ

一部０－１６－０
Ｗ

２ 1３．０ ４ 丸
内０－１５－０

外０－１７－０
Ｅ

３ 1２．９ ４ 丸 ０－１８－０ Ｅ

４ 1３．０ ３．６ 肩i平 ０－１６－０ Ｅ

５ 1１．０ ３．３ 肩平
内０－１７－０

外５－１８－４
Ｗ

６ 1２．５ ３．５ 丸 ０－１４－０ Ｅ

７ 1２．７ ４．３ 丸 ０－１６－０ Ｗ

８ 1１．３ ２．０ 肩平 Ｗ

９ 1３．４ ４．０ 丸
内０－１４－０

外０－１６－０
Ｅ

１０ 1４．３ ４．０ 丸 ０－１６－０ Ｅ

1１ 1２．０ ３．５ 丸 ０－１７－０ １．０ Ｅ

１２ 1２．７ ３．４ 丸
０
０

｜
’

５
６

１
１

一
一

０
０

内
外

Ｅ

1３ 1１．２ ３．７ 肩平 ０－１４－０ ０．８ Ｅ

１４ 1２．８ ４．３ 丸 ０－１６－０ Ｗ

1５ 1１．５ ４．０ 丸 ０一1６－０ 1.0 Ｗ

１６ 1２．３ ３．５ 丸 ０－１６－０ ０．７ Ｗ

１７ 1１．４ ３．８ 丸 ０－１４－０． ０．８ Ｗ

1８ 1１．５ ４．０ 丸
０
０

｜
’

４
７

１
１

’
一

０
０

内
外

１．０ Ｗ

1９ 1１．２ ３．９ 肩平 ０－１５－０

胎土露出３－１男５

１．０ Ｗ



Lイ）士不蓋１類図1７－１（１－５）図版第2１

５以外は口径１３cm内外で，器高４cm内外の土器で青灰色を呈する。胎土は比較的良く精選

され砂粒の含有は少ない。焼成も良好である。天井部は丁寧なへラ削りである。口縁部は直

立ぎみに開き，端部は丸くおさめられているが，２のみは内湾している。天井部以外は横ナ

デ調整の仕上である。２のみ刷毛目状のナデ仕上げである。１－４の器壁は一定しないが，

５の器壁はやや一定し，全面ナデ調整となっている。口縁端部は外反し肩平な面に凹線をも

っている。

口）坪蓋２類図1７－１，２（６－１０，１２，１４）図版第２１

天井部と口縁部を分けるにぶい稜線を共有している。口縁端部は内傾して稜を持つが，８

のみは外反して稜を有している。天頂部は８の肩平に対して丸味をもったものであるが７は

ややとがった感じがする。稜から天井部にかけては，丁寧なへラ削りによる仕上で，ロクロ

跡を明瞭に印している。器壁は共に一定しない。焼成は良好で青灰色を呈する。

ハ） 士 不 身

士不身はいずれも口縁部のたち上りの内傾度は25｡～30・と大きく，端面はすべて丸くおさめ

られている。受部は水平および外上方にのび，端部は丸くおさめられているが，受部から底

部に移行する線はくびれないものが見られる。底部は肩平ないし丸味をもつものである。１９

は内外面に刷毛目によるナデ仕上が見られる。ヘラ削りの方向は，１１，１３，１５，１６が逆まわ

りで他は順まわりを示す。ヘラ記号は認められない。いずれも胎土中に0.2mm前後の砂粒を少

量含んでいる。１６の受部には自然粕が付着している。焼成は良好である。

、高士不図１７－２～４図版第22～２４

イ）無蓋高坪図1７－２（20～24）

無蓋高琢の内20と21,22と23はそれぞれセットとして出土を見たi･琢部は丸底を基本とす

るもので，20-23とも口縁部外側を強く横ナデしている。胴中央部に20,23は明瞭な一条の

稜線を形成しているが，２１では不明瞭な一条の稜線であり，２２は凹線により底部と区画して

いる。胴部が内湾気味に緩く立ちあがり，その中位ないしは上部でわずかに内傾し口縁端部

は丸くおさめている。２３は胴部での内湾はほとんどみられず直上している。２０～23の脚部は

中空状で脚裾部は大きく外方に広がっている。このために重心が下になり，安定性のあるず

んぐりとした形態の高士不である。２２と23は脚部の中央位置に円孔を３個うがっており，裾部

はもち上げられている。焼成は良好とはいえず，生焼けの乳白色の土器である。しかし胎土

は良好で砂粒を含まずよく精選されている。２４は長脚で２段に別れ，三方に透しをもつ，裾

部は大きく広がる，琢部は胴部に一条の稜線をもち，内湾気味に緩く立ちあがり，口縁部で

やや外反しており，端部は丸くおさめている。稜と底部の間に一条の凹線をほどこし，逆方

向にへうによる点列文がつけられている。
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口）有蓋高坪図1７－３，４（25～34）図版第22第２４

坪部の基本形は，肩平と丸底を基本としたものである。いずれも口縁部のたち上りの内傾

度は，３３をのぞき大きく，逆稜線を有するものもあるが，端面はすべて丸くおさめられてい

る。受部から底部に移行する線は，２８にくびれを見る以外は，くびれを見ない。

脚部は中空状で脚裾部は大きく外方にラッパ状に広がり，脚端部において段を有するもの

28,箆調整し稜となすもの32,端部を上方に持ち上げ丸くおさめられているものに27,28,

30.脚端部は直立するもの２５，２９，３１，３２と変化がみられる。

またいずれの脚部も２本の沈線で２段に大きく区画されているが，器高のバランスから見

て，器高の中心より上に区画されているもの２５，２９，３１。やや中央部付近にあるもの32．中

央部より下位にあるもの３４，２６，２７，２８，３０，３３。さらに脚部が柱状をなすもの28,34であ

る。内面には形成時のしぼり目痕を良くのこすものに２５，２７，２９，３１，３３と外面にしぼり目

痕を有するものに２５，２７，２８がある。脚裾部を刷毛仕上げとするものに２６，３２，３３がある。

その他については別表参照。

＠壷形土器図版第２５，２６

イ）短頚壷図1７－５，６（35~44,48,49）

短頚壷は合計12個体の出土をした。１２個体の内，頚部から口縁部への立ち上りが外反せず

直口となるものと，〈の字形に外反するものと２形式に分類できる。共有する形態は底部は

3５

無
蓋
高
杯

NＯ

2０

2１

2２

2３

2４

口径

1３．０

1３．３

1２．７

1３．３

1０．５

土不高

４．１

４．３

３．３

３．２

３．８

脚高

5.5

5.7

4.8

４．５

１９

裾径

1１

1１．６

9.2

1０．０

1０．８

器高

９．６

1０．０

８．１

７．７

1５．６

口縁部色調

０－１６－０

０－１６－０

０－１５－０

０－１６－０

０－１５－０

透し

なし

なし

3方に円孔

3方に円孔

2段３方

備考

有
蓋
高
坪

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

1３．１

1５．５

1３．０

1３．４

1３．０

1２．０

1２．３

1１．０

1２．６

1４．７

４．３

４．２

４．１

４．４

３．５

４．５

４．５

４．２

５．３

５

1４．１

1１．５

1４．４

1４．１

1３．９

１２．０

1３．９

1０．６

9.8

1３．５

1５．９

1４．４

1２．５

1５．０

1２．３

1４．６

1４．０

1３．１

1４．８

1４

1８５

1５．７

1８．５

1８．５

1７．４

1６．５

1８．４

1４．８

１５．１

1８．５

０－１６－０

０－１６－－０

(口)３－１０－２
０－１６－０

(ﾛ)０－１３－０
２－１６－２

ロ０－１５－０

０－１３－０

ロ５－１３－２５

５－１３－２５

ロ０－１４－０

０－１０－０

ロ０－１６－０

０－１３－０

２－１８－１

０－１６－０

６－１７－２

０－１５－２

２段３方

2段３方

〃

〃

〃

〃

〃

〃

なし

(３－１６－２）

下段三仲透し

下段台形

下段台形透し

長方形

下段三角

長方形

へラ記号あり



図1７－３

２０

２

2１

２５

０ ５ 1０C、

3６



図1７－４

－ ＆ －

一 雲雲

Ｉ

２９

３１

３２

３０

３３
０ ５ 1０ＣＩｎ

3７



３７

０

図1７－５

鍵鍵盤

雲琴雲議
ｚ~轟蔑騨講驚蕊騨浦雲塞
ママ●－－マママ~ママ－－‐ママーョマ向一一マママ
マ■画勺守ママ一勺句ママミミマ守句勺勺一宙一一＜勺宣_些一・_・貢マーママ．＜亙守。、ざご毎寺ぎぎ寺専尋弓：

－ － － ＝ ＝

５ １０cｍ
一 一一一一

3８



図1７－６

４２

０ ５ ｌ０ｃ、

3９



』

丸底と見るより肩平な底部となっている。また底部の調整は38と41の外Iまへラ仕上となって

いる，体部の内背の部分に特にその特長が見られ二条の沈線を３５，３７，４０，４１，４２，４３，４６，

４９では施している。肩部分のカキ目痕を４４，４８，３７に，４９では箱目による点列文を40では頚

部にも施し，櫛目による点列は３条帯となっている。４２はへうによる施文が施されている。

この土器は器台55と共に出土したものである。施文帯に自然粕がかかっている。

単位c、

4０

NＱ 口径 胴径 器高 器器厚 胎土 色調焼成 備 考

短
頚
壷

７．１

５．８

６．８

８．５

８．３

９．３

不明

４．８

７．３

７．５

６．１

不明

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
８
９

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４

９
６
３
９
０
９
５
３
８
８
６
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
１
４
４
７
８
５
５
２
３
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1０．３

７．７

９．２

１１．０

１０．５

１２．５

現在高

９．５

１１．５

１０．４

１０．５

１０．６

現在高

９．５

０．８

１．０

０．８

０．８

０．７

ーー

ニー

ヘー

ーー

へ＝

６
８
６
６
４
４
５
６
４
８
３
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

通
韮
白

●

D

『

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉﾉ

ﾉノ

ノノ

ノノ

いよ

通普

いよ

通普

〃

'

’１

１

０
０

’
一

５
７

１
１

’
一

０
０

１
１
２

－
口
も
｜
’

１
１
１

６
７
４

諾
吟
岸

２
１
１

０
０

－
－

７
５
１
１

｜
’

０
０

０－１４－０

３－１８－３

０－１７－０

生ヤケ
不良
５－１６－２

０－１６－０

良好
０－１５－０

良好
０－１８－０

やや良好
６－１６－２

良好
０－１５－０

自然粕
U

J
l‘
惨
‐
１

ｳI

１１

，０

;|'|’
口

器壁やや一定

焼成時のヒビ

〃

へラ記号

③0

1

頚部器壁は薄い

器壁は一定している

底部壁が薄い

へラ記号あり

底部壁は厚い
粕がかかっている

自然粕がみられる

直口壷 4５ ８．５ 1２．３ 1７．０ ０．３～１．１

頚部に粗粒

が目立つ

０－１６－０

良好

賎 4７ 1１．６ ９．３ 1２．５ 0.3～１．０ 良好
０－１３－０

良好 横ナデ順マワリ

提瓶

5０

５１

５．０

４．７

1１．０

9.7

1３．０

１２．３

０．６

０．５

粒子多い

〃

良好
０－１２－０

良好
０－１２－０

器壁は一定

器壁は一定せず

広
口
壷

６
２
３
４

４
５
５
５

1７．２

１９．０

１８．７

２０．９

５
５
５
９

●
●
●
●

７
０
０
０

１
２
２
２

1７．０

２５．６

２８．０

２７．６

９
３
１
０

●
●
●
●

０
１
１
１

－
一
一
－

５
６
６
５

●
●
●
●

０
０
０
０

普通

〃

〃

よい

０
０

’
一

５
８

１
１

一
一

０
０

良好
０－１７－０

良好

良好
０－１２－０

底部壁は厚い

へラ記号あり

内面ナデ



口）直口壷図1７－６（45）図版第26-（45）

胴部から丸底の底部にかけては，へラ切り痕がみられ，頚部から口縁部の外表面はカキ目

痕が認められる。内部はナデ仕上げとなっているが，頚部からの立ちあがりは外反しながら

口縁部では内傾向し口唇部は稜をなしている。頚部の内表面にしぼり目痕が明瞭に残され，

体部と頚部の接合面が明らかに確認できる。

ハ）磁図1７－６（47）図版第26-（47）

頚部は短く外方にのび，頚部と口縁部との境は凹帯によって明瞭に段をなしている。口縁

は強く外反しつつ内傾向に内湾し，口縁端は稜もなしている。口縁部は横ナデとなっている。

体部はボール状をなし，体部に不明瞭な稜が認められる。

二）提瓶図1７－７（50,51）図版2７（50.51）

体部の背面に回転を利用したカキ目の耳された50と回転を利用したカキ目を二条のみ施し

た51とがある。いずれも体部の肩部には三日月状に隆起する耳をつけ，頚部の立ち上りは，

口縁部で外反し，口縁端部は50ではやや反転し，５１では丸くおさめられている。体部と頚部

の接合面が明瞭に残されている。いずれの土器も形式的なものである。

ホ）広口壷図1７－７，８（46,52,53,54）図版26.27.28

広口壷46は肩部２条の凹線と体部に２条の凹線によって区画し，間に櫛描き列点文をめぐ

らし，肩張りの大きい肩平な底部をしている。頚部からの立ち上りは強く外反し，口縁部端

で反転している。頚部にはカキ目が施され，凹線で区画した後櫛描きによる列点文を，さら

に凹線で区画し口縁部に櫛描波状文を施文している。内表面は横ナデ仕上げとなっている。

５２の広口壷は，外内表面共にナデによる仕上げである。体部は球形で底部は欠損している

が，明瞭に台付であったことを確認できる。しかし主体部内ではその破片すら発見していな
へう

い。体部中央には帯状に箆による三日月形の刻文が施されている。頚部から漏斗状に外反し

口縁部で反転しているが，口縁端部は丸くおさめている。頚部及び口縁部に２条の凹線帯で

区画し，頚部に櫛描き列点文を口縁部には櫛描きの波状文が施文されている。内外表面はナ

デによる仕上がりである。器壁は底部に厚くなっている。

５３の広口壷は球形の体部に漏斗状の口縁部をもつ土器で，体部から底部にかけてカキ目調

整があり，頚部には刷毛目が明瞭に残され，施文としての効果がある。頚部と口縁部との区

画として２条の凹線がある。凹線上部に裂目状のへラ先による施文がある。内面はナデ仕上

げで器壁はやや均一であり，ヘラ記号がつけてある。

５４の広口壷は肩張りのある丸広である。肩部は箆調整がほどこされている。体部から底部

の外表面には叩き目がある。体部の内表面はナデによる仕上りである。頚部は外反し漏斗状

で口縁部端は反転して丸くおさめている。頚部と口縁部の区画として，２条と１条の凹線帯

があり，凹線間に鋸歯目状の櫛描きの列点文がある。口縁部には肩平な波状文が，横帯に２

条施文されている。頚部の内面にはしぼり目があきらかに残されている。

4１
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4４

単位c、

５５～56の脚部は共に漏斗状を示している。脚部にしぼり目跡を残す56に対して，５５はナデ

仕上げとなっている。５５の脚部は２条凹線でもって６段に区画され，上部より５段には長方

形の透しを（５段目は台形）さらに上部から４区画には，逆回りで櫛描きの列点文が施文さ

れており，裾部の２区画には，ヘラによるカキ目文がほどこされている。６段目の区画には

２段に施文されている。５６の脚部は55同様に脚部外表面を丁寧なナデ仕上の後に，上端部よ

り４．３．２．２の凹線でもって５段に区画を行ない，上部３段に長方形の透しを，４段目

には三角形の透しをそれぞれ３方にうがっている。上端部の区画には，やや垂直な櫛描き列

点文を，２段目の区画はへうによるカキ目文，３段目は胴部３分の２程度に２段のカキ目文

と区画の下端部にｌ周する鋸歯目状の刺突文が，４と５段目の区画には，施文具は櫛と推察

できるが，３０度内外の捜入角で垂直に切り上げた施文でγ櫛目は16個（最大数）で施文断面

はＬ字になる。

杯部はいずれも丸底である。底部との区画は２条の凹線でなされている。５５の口縁は底部

より内湾気味に立ち上がり，口縁部で外反したのち反転している。口縁端部は丸くおさめて

いる。５６は内湾気味に立ち上がり，口縁部は反転しており，口縁唇部は外向にもちあげられ

にぶい稜をなしている。口縁部は両器台共に内外表面はていねいな横ナデがほどこされてお

り，凹線の施文後に櫛描きの波状文が施文されている。底部には叩き目が内外表面に残るが，

56の内表面の波文，渦文の一部Iこはへうによるスリ消しが見られる。

５７は装飾器台である。坪部には，有蓋の子持の坪が，５７－１に示すように，口縁端部に６

＠器台図１７－９～１１図版第２７，２８

器台は３個出土しているが，内55と56は玄門の両側に配置されており，５５の上辺には，短

頚壷42が重ねられていた。図版28の57は両側壁からの中央位置に，玄門からは１ｍの位置に

置かれていた。

NＯ
土不の

口径

坪の

深さ
脚高 裾径

全体の

器高

接合部

重ね

脚部

上端径
透し 焼成

5５ 2９．５ 1２．４ 3２．２ 2９．５ 4２．９ ２．２ 1４．２
方形

5段三方

０－１５－０

裾部生ヤケ

5６ 2９．８ 1３．０ 3２．４ 2７．８ 4３．２ 1.9 1３．６
方形３段三方

三角形１段三方

０－１５－０

裾部生ヤケ
５－１７．５－２

5７ 2５．３ ９．２ 2７．４ 1９．９ 35＋５ 1.5 1１．５
方
方

一
一
一
一
一
一

段
段

２
１

形
形

方
台

５－１６－２

良好
０－１５－０

自然粕付着



個と中心に１個を焼成時には有していた痕跡があるが，端部の１個は破片さえ発見できなか

った。７個の坪蓋は天井部頂部に肩平なつまみを有する口径9.2cm～9.8cm，器高は4.2cm～

3.1cmを計測する。器壁は総体的に厚く，口縁部にしたがうほど薄く口縁部では0.2cm以内に

あり稜をなす。仕上りは天井部はへう削り，口縁部は横ナデによる。士不身は肩平な平底を有

するもので，底部よりやや内湾気味に外上方に立ち上り，受部には，凹地状を呈するものも

あるが，水平なものが主体である。口縁部は内傾したのち外方に立ち上り，端部は丸くおさ

められている。内外表面共にナデによる仕上がりで，自噴の自然粕が付着し光沢を有している。

７個子持坪の内６個は器台の琢部口縁端部に鞍状に脚部を取り付けられている。１個の中

央部の孫は円錐状の中空の脚部を器台の坪部の底部に付着させている。脚部表面には，しぼ

り目が明瞭に残る。

器台の脚部は，２分の１程度は柱状をなしその後内湾しながら広がり，裾部は水平に広が

り裾部端は丸くおさめられている。脚部には２条の凹線により５区画されるが内３～４段目

の凹線のみ省略されている。区画の内上段より２段目までは長方形の透しがあり４段目にも

台状の四角な透しを持つ。脚表面の内上部２分の１はカキ目仕上である。下部半分は刷毛目

仕上げとなっている。脚部の裾部の外表面にカキ目を施し，内部には明瞭にしぼり目を残し

ている。脚裾部は，内湾気味に広がり，脚裾端部は水平に広がりをみせ焼成時の亀裂がある。

坪部は丸底を基本とするもので，底部より内湾気味に外方に立ち上り，口縁端で水平に外

方にひきのばし丸く端部をおさめている。内外表面の底部位置にたたき目を残しており，内

表面は波文となっている。口縁部及び体部は２条の凹線を施し区画している。外表面は刷毛

目文がみられ内部はナデ仕上りである。

器全体の焼成は良好である。持坪及び』不部，脚部にも自然粕がかかっている。胎土には若

干の粗粒子を有するが良好である。

4５
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③ 鉄器

鉄器の出土は少なく，僅かに刀子４個，鉄雛１個，馬具轡１個である。出土位置は，刀子

と鉄&族は玄室の奥壁部で発見した。轡は，玄門の左袖部の隅にて発見した。これら鉄器の外

に棺材に使用された釘は１本も発見することができなかった。雨水の直接流入にさらされた

結果鏡化による消滅と見られるｑ

ｌ）刀子図17-13(58~61）図版第29の６０，５８

刀子は４口検出しているが，５８は切先部を欠損しているがほぼ全容がうかがえる。全長１５

cmで身の長さ10.5ｍ，身幅1.6cm，厚味0.6cmである。長期にわたる使用により刃部はかなり

消耗しているが両関造りであろう。６０は刃部を欠損しているが，厚味0.5cm身幅1.7cm，柄の

長さ６cmで両関造りとみる。６１は切先部を欠損しているが現在の長さ9.3cm，身の長さ４cm，

身幅0.3cm,柄の長さ5.3cmである。５９は柄の１部分であるが直径2.1cmあり把りの様子がしの

ばれる。柄には鹿角を利用している。６０には研き減りがみられる。
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２）鉄鎌図17-13(62）図版第29の６２

身幅3.7cm，全長10.1cmで厚味0.3cmである。断面からみて，平造りの方頭広根斧箭式であ

る。ただ円孔があるかどうかは確かめていないが，無孔のものと思われる。

３）轡図17一13(63）図版第29の６３

橋は2本組み手で1個の全長8cmである。引手は全長17cm,鏡板は長径8.2cm,短径6.7ｃｍ
オモガイ

であり，面繋のための耳が付いている。弓|手の手綱側の先端部はＬ字状に曲げられている。

④装身具

｜）銀環図17-13(64～66）図版第29の６４

級環は３個出土しているが，内２個64,65は，銅の地金に渡金をしたものであり，断面は

lil形である。銀環66は，断面は６面にカットされているものである。誘化もなく，地金その

ものと判断している。

ＮＱ直径短径断面

６４２．７cｍ２．５ｃｍ０．３５cｍ

６５２ ． ２ ２ ． ２ ０ ． ４ ５

６ ６２．３５２．２０．３

２）切子玉図17-13(67～69）図版第2９

３個共に石質は水晶である。穿穴は一方向からおこなっているが，６８のみやや傾穴となっ

ている。横面からの穿穴状況は漏斗状に見える。穿穴
ＮＣ全長胴部径短径 大 径 小 径 重 量

：量5cⅢM5cⅢ０２c”4000mｇ６７１．８ｃｍ１．３５cｍ

６８１．６５ｃｍ１．２０．８０．４０．１２．９００

６９１．６１．２０．７５０ ．４０．１２．８００

5０
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松ケ谷１号墳遣物出土状況図
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器台
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１－２は壁面崩壊の危険のため実測不可能となる
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壷
叩

松力谷古墳群は,１０ｍ内外の小円墳を中心とした古墳群であり，本古墳は同陵線では最先

端に位置しており，同陵線の尾根には４基の円墳が確認されている。４号墳より分岐する北

西に走る尾根に６基と麓に２基を数えるが，現存するものは10基である。２基は民家の宅地

内にあり，現在は小洞を配置するのみである。これらの古墳はいずれも，横穴式の石室を主

体とする古墳であり,いずれも，陵線をたくみに利用した古墳である。時期的には６世紀後

半かもし〈は７世紀初頭に位置されるべきでないかとみる。だが１号墳以外の古墳もすでに

２，３，４号をのぞき開口しているもの，破壊されているもの等であるが，現在では出土遺

物はすでに不明である。

今回の１号墳の発掘により，その全貌は知ることができないまでも，当地域の古墳を知る

唯一の発掘調査であった。

主体部の構築は，地山掘り込みを基本とし半ば半地下式の構築である。封土は，掘り上げ

られた残土と，丘陵面の陵線をカットして墓域の構成をした残土をもって墳丘を構築すると

いう盤築方法を取る点は，かいなど１号墳，２号墳と共通するものである。

羨道部は退化し，形式的になるが，僅かながら羨道を有し，両裾の玄門を具備することか

ら，玄室部に対する閉塞工程を容易になさしめるとともに追葬の可能性を考慮したものであ

る。主体部の構築に使用されている石質は，大友山の中腹一帯に露出する和泉砂岩を利用し

たものであり，中腹部の石材を活用すれば運搬には，自然落差を有する立地にあることから

容易であったと考えられる。

出土遺物については，奥壁部は盗掘により不明であるが，玄門付近における遺物はよく･保

存されていた。ただ和泉砂岩の自然剥脱による器物の破壊と自然剥脱が側壁の崩壊をよびお

こしたことにより大半の遺物は破損した状態で出土をみたが，これらの遺物を通して次の事

頂を知ることができた。

１副葬品の配置は或る一種の埋葬形式があり，それに従った意図的な配置ではなかろう

か。

すなわち配置を略記すれば，玄門から奥壁に向って左右対称位置に配置されたものと，左

右対称位置の中央部分に配置されたものとがあった。左右対称位置に配置された順序は，玄

門から，器台，大形の広口壷，提瓶，短頚壷（増),高t不，坪，となり，中央部には子持装飾

器台を配置し，その奥の少し中央部寄りに問か〈をおいて土師の丹彩された高坪と財が置か
れていた。

轡は玄門の裾部と側壁の隅に置かれておりこれら器物の配置後に置かれたものと思われる。

２副葬される器物には，すでにこの時期になれば儀葬用品（供献的器物）が準備された

のではないだろうか。

5３
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奥壁部で発見された身のまわり品に対して，玄門部に配置された器物は供物的なものであ

る。器台は言うまでもないが，その他の器物も，提瓶においてはあまりにも形式化されてお

り，その他壷，高坪，坪についても，いずれも歪が大きく，中には地面に置くことすら不安

定なまでに歪んだものから，焼成時の亀裂により，水をいれることさえ不可能な財があり，

焼成時の誘着した器物を利用しており，また生焼の土不等々から，すでに葬儀用品としての位

置付けが，日用器物と分離して調達されたと考えられる。

本古墳では特に鉄器の出土が少なく，鉄鍛を１個出土しているが，実用的なものではなく，

供献的な観点から把握すべきものと見るべきでなかろうか。

総括して，副葬品は多量であるにもかかわらず，品質から見れば粗雑である。主体部の構

築も基礎石以外は，粗雑な石積となっており，墳丘の盤築もなく全体的に形式化された普及

形であるが，ただ果樹園地内の調査のために，トレンチ調査等細分にわたっての調査は不可

能であり，発掘自体が，危険防止のためであったことなどから，最少限の調査範囲にとどま

った。不十分な記録保存となったことを痛‘海しながらも，崩壊寸前の玄室内での作業に献身

的な努力をおしまなかったかたがたに対し厚く御礼申しあげます。

5４



図版第１

かいなど１号境遠景

調査前の１号墳（天井石露出）
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図 版 第 ２

羨道部の天井石横架状況

羨道部の天井石除去状況
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図版第３

霊

鴬

閉末口より見た主体部の状況
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図版 第 ４

玄室内の布石の状況
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図版第５

鏡の出土状況

壁面石積の状況
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図版 第 ６

かいなど２号墳遠景

2号墳の近景と立地

玄門部での閉塞の状況
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図版第７

玄室方向から見た閉塞と羨道 羨道部より束壁面の石積状況

上方からの玄室（天井石の落下位置）
6１
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図版第９

l号墳出土遺物
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ヶ谷古墳図版11～西~’ 図版第1１

松ヶ谷ｌ号墳の遠景

天井石を除去し侵入せる状況

盗掘による側壁の崩壊状況
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図版第1２

発掘風景

トレンチと天井石の状況
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図版 第 1 ３

天井石の横架状況

奥壁部の天井石の落下状況と盗掘口
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図版第1４

集中豪雨により側壁の崩壊伏況

崩壊後の発掘状況
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図 版 第 1 ５

閉塞の現状

土砂を取り除いた閉塞状況
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図 版 第 1 ７

器台55の出土状況

器台56広口52の出土状況
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図版第1８

坪・高坪の出土状況

広口53,54の出土状況
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図版第1９
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天井部より写す

銀環の出土状況
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図版第2０

唯而の石積状況

発掘後の墳丘復元状況
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図版第2２
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図版第2４
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図版 第2５
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図版第2８
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